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 活用結果 

本校では、家庭学習になかなか効果を感じないという課題を解決するために、SAGA e スタディ

を家庭学習用の課題として活用しました。すると、従来よりも課題への取り組み状況が良くなり、

学習の習熟度が上がっただけでなく、成果の副産物として英語への苦手意識がなくなってきていま

す。 

 

従来の課題（家庭学習）            『SAGA e スタディ』で解決できたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思わぬ副産物も     （アンケートより） 

  

 

 

 

 

 

 

 

生徒が自身で取り組めるまでは、授業の始めに帯活動として使用する時間を設けました。慣れて

からは、課題に設定していなくても自主的に取り組む生徒が増えました。やはり、やってすぐに評

価が得られ、主体性を持って取り組める活動に、生徒はやりがいを感じているようです。 

佐賀県英語デジタル教材 SAGA e スタディの活用事例 

家庭学習を個別最適な学びへ。英語嫌いが減りました！ 

佐賀県立神埼高等学校 

・生徒が自分に合わせてレベルを選べ

る。 

・一定の評価が出るまで、自力で何度で

も挑戦できる。 

・提出・返却の手間がなく、評価もすぐ

に生徒にフィードバックされる。 

・リスニングを含め、４技能の取り組み

状況や成果がいつでも確認できる。 

・生徒の習熟度によらず、画一的なも

のが多い。 

・答えを写すだけなど、取り組みの質

に差があることも…。 

・課題の回収から返却まで、時間がか

かる。 

・家庭学習では、リスニングへの取り

組みや成果が見えにくい。 

・英語嫌い     → １１．８％減少 

・英語を話す抵抗ある→ １４．５％減少 

・自分の将来に英語は必要と答えた生徒  

→ ８８．０％（４％増加） 
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生徒の主な声 ※アンケートの回答内容が多い順 

 

 

 

 

 

 

 

 

SAGAe スタディ活用前後の変化（独自アンケートより）※主な活用期間は 2 学期から 3 学期 
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・英検の問題の練習ができる。 

・自分のレベルに合ったものを学べる。 

・すぐに評価が出るので、良い評価が出た時の達成感がある。 

・AI 英作文添削や単語ゲームなどの役立つリンクがついている。          など 
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自分の将来に英語は必要だとおもいま

すか。
必要ではない
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はない

必要だと思う

かなり必要だ

と思う

 アンケートからは、SAGA e スタ

ディを活用後、英語に対して前向きに

なった生徒が増えていることがわか

ります。これには、様々な要因が考え

られますが、指導者としての実感で

は、学習の理解度が低い層が、端末を

使って学習すること自体が取り組み

やすいこと、そして成果がすぐに「見

える化」されることで、モチベーショ

ンが向上しているように感じます。 
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